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 This architecture is not a facility that exists only in order to receive the public services, that are used by 
citizens ,to design as a new activity is born place there.
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１．はじめに
　本提案は大きく分けると、地域社会（私の出身地で
ある相模原市）を再編するためのシステムと、その拠
点となる場所のあり方の２つである。
　私の出身地である相模原市が 2019 年に迎える人口
減という大きな社会の変化に対して、一人の市民とし
て、建築家として、切実に何ができるかということを
思考し、絞り出した提案である。
　小学校を地域の交流拠点とすることで、一度バラバ
ラになったつながりを、新しいつながり方で再編する
プロジェクトである。
既存の学校の敷地のまわりに、高齢者支援センター、
学童保育、育児支援拠点、地域交流サロンのプログラ
ムをもった建築を設計する。
２．地域のつながりとこれからの活動
　近代の社会構造の変化によって、育児や介護を社会
の中で負担するようになり、お金で買えるサービスを
前提にした生活が当たり前になった私たちは、ひとり
で生きていくことはできないこと、人とつながり、お
互いに認めあい、誰かに支えられながら生きているこ
とを忘れて来た。
　地域で起こる、高齢者の孤独死や、子供の虐待の問
題も、ちょっとした周りの人の理解や気づきがあれば、
防げることが多くある。
　今まで、税とひきかえに、行政に任せきっていた地
域の保健・福祉、教育、など、これからは地域のこと
を一番良く知る地域の人が自分たちで考え、行政と一
緒に改善していく努力が重要である。 
３．地域日常交流拠点とは
　小さい子供も、子供連れの親も、お年寄りも日常的
に足を運びやすい、日常生活圏、つまり、小学校区に
一つの地域日常交流拠点をつくる。相模原市では、小
学校に一つ設置されている学童保育と、地域に一つあ
るべき、高齢者支援センターをプログラムとして含む、
地域のあらゆる人が、一緒にいることで不安や悩みを
共有できる居場所である。
　また、地域の人々が地域に必要なことを自主的に考
え、主体的に活動できる拠点である。
４．設計手法
　以上のような地域の人々による、地域の未来を創造
する場所は、どういう場所がいいだろうか。
　空間が人々の認識や行動を制限するのではなく、人々
が建築に空間や場所をみつけ、ちがった使い方を想起
できるおおらかさが重要である。
　そこで、手段と目的を逆にした思考によって、そこ
にできる空間が、単に機能にとらわれないものとして
成立させることを考えた。
　つまり、建築をつくるために素材を調達し、製材す
るのではなく、たまたまあった素材から建築をつくる
ということである。
　その素材として、対象敷地の近傍で取壊しが決まっ
た、1970 年代中頃に建てられた団地を使うことにした。
この団地は、大成プレハブによって建てられた、５層
壁式プレキャストコンクリート造である。この構法は、
当時の人口増加による住宅難から、大量かつ迅速な住
宅供給が求められたことによって生まれた、プレハブ
のパネル構法である。
　取壊し予定の団地のパネルを１枚１枚丁寧に壊し、
新しくつなぎあわせることで建築として成立させてい
る。
５．敷地
＜小学校について＞
　敷地は、相模原市南区上鶴間本町にある谷口小学校
を対象としている。まわりには住宅街がひろがるが、
わずかに農村だった名残で畑が残っている。小学校の
東側に流れる境川や、その両側に走るサイクリングロー
ド、校庭に植えられた５２本の木々といった既存のラ
ンドスケープには、休日に近隣の人々が校庭で練習す
る少年野球を見に来たり、桜の季節には人々が立ち止
まる。これらの豊かさを引き受けて、建築は配置される。
＜大野南地区について＞
　大野南地区は、交通の便も良いことから転入があり、
人口構成である。
　近年は相模大野駅を中心とした再開発と生産緑地と
して多く残っていた田畑が期限を迎え、徐々に宅地に
転用されつつあり、駅前は高層住宅、離れたところで
は戸建て住宅に置き換えられる。
　また、自治会、民生委員の数ともに全国的に見ても
多いと言える地域だが、地域のつながりが薄いという
市の指摘があり、コミュニティ形成事業の推進地区に
指定されている。
　
６．おわりに
本研究を進めるにあたり、下吹越武人教授には多くの 
時間を割いて頂き、また丁寧に指導して頂いた事に感 
謝申し上げます。また副査として熱心に指導を頂いた
浜田英明教授、赤松佳珠子教授ならびに、スタジオの
エスキスを担当して頂いた飯田善彦先生にも大変貴重
な時間を 割いて頂けたことで、本設計を成し遂げる事
が出来た と感じています。本当に有り難うございまし
た。
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